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共
同
研
究
の
経
緯
と
本
特
集
の
概
要

渡

辺

　

滋

　

本
特
集
「
周
防
国
府
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
は
、
二
〇
二
〇
年
に
行
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
都
市
「
防
府
」
の
形
成
と
周
防
国
府
の
謎
」
の
概
略
を
文
章
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
背
景
に
は
、
山
口
県
立
大
学
と
防
府
市
の
５
年
間
に
わ
た
る
共
同
研
究
「
周
防
国
府
に

関
す
る
包
括
的
研
究
」（
二
〇
一
六
～
一
八
年
度
）・「
都
市「
防
府
」の
形
成
過
程
」（
二
〇
一
九

～
二
〇
年
度
）に
お
け
る
研
究
成
果
が
あ
る
。

　

こ
の
二
つ
の
共
同
研
究
は
、
山
口
県
立
大
学
の
渡
辺
滋（
日
本
史
）・
倉
田
研
治（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）

と
防
府
市
教
育
委
員
会
と
の
共
同
研
究
に
、
外
部
か
ら
研
究
協
力
者
と
し
て
加
藤
友
康（
東

京
大
学
名
誉
教
授
）・
舘
野
和
己（
奈
良
女
子
大
学
名
誉
教
授
）・
佐
藤
信（
東
京
大
学
名
誉
教

授
）・
鐘
江
宏
之（
学
習
院
大
学
教
授
）の
四
名
が
加
わ
る
と
い
う
陣
容
で
実
施
さ
れ
た
。
共

同
研
究
は
、毎
年
の
研
究
会
・
出
土
遺
物
検
討
会
の
ほ
か
、出
雲
国
府（
二
〇
一
八
年
十
一
月
）・

讃
岐
国
府（
二
〇
一
九
年
七
月
）な
ど
の
関
連
史
跡
調
査
な
ど
も
ふ
く
め
、
精
力
的
に
進
め
ら

れ
た
。

　

そ
の
成
果
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
三
日
の
講
演
会
「
周
防
国
府
の
あ
ん
な
こ
と
・
こ
ん
な

こ
と
」（
ル
ル
サ
ス
防
府
）に
お
け
る
佐
々
木
達
也
「
五
〇
年
分
の
発
掘
調
査
か
ら
見
え
て
き

た
も
の
」
／
倉
田
研
治
「
マ
ッ
プ
デ
ー
タ
か
ら
み
え
る
発
掘
成
果
」
／
渡
辺
滋
「
周
防
国
府

と
国
司
た
ち
」
と
い
っ
た
講
演
を
先
懸
に
、
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
三
日
の
講
演
会
「
こ

こ
ま
で
わ
か
っ
た
周
防
国
府
と
佐
波
郡
の
役
所
」（
デ
ザ
イ
ン
プ
ラ
ザ
Ｈ
Ｏ
Ｆ
Ｕ
）に
お
け

る
佐
藤
信
「
周
防
国
府
の
実
像
」
／
共
同
研
究
者
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な

ど
、
積
極
的
に
情
報
発
信
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
五
年
間
の
研
究
成
果
の
総
決
算
と
し
て

二
〇
二
〇
年
一
一
月
一
日
に
行
わ
れ
た
の
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
都
市
「
防
府
」
の
形
成
と

周
防
国
府
の
謎
」（
防
府
市
公
会
堂
）で
あ
る（
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
は
以
下
の
通
り
）。

渡
辺
滋
「
共
同
研
究
の
こ
れ
ま
で
と
「
国
府
」
研
究
の
概
要
」

羽
鳥
幸
一
「
発
掘
調
査
と
豊
富
の
周
辺
環
境
か
ら
み
た
国
府
の
成
立
と
展
開
」

舘
野
和
己
「
古
代
周
防
を
め
ぐ
る
交
通
」

佐
藤
信
「
周
防
国
府
の
機
能
と
施
設
」

鐘
江
宏
之
「
周
防
国
府
に
お
け
る
国
雑
任
と
そ
の
職
務
」

加
藤
友
康
「
国
府
の
な
か
の
国
司
館
」

渡
辺
滋
「
国
司
の
赴
任
と
家
族
」

　

防
府
市
長
・
山
口
県
立
大
学
学
長
を
は
じ
め
、
多
数
の
市
民
の
参
加
を
得
て
、
盛
況
の
う

ち
に
終
わ
っ
た
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
記
録
に
と
ど
め
る
の
が
、
本
特
集
の
主
眼
で

あ
る
。

　

な
お
研
究
の
最
終
段
階
で
、
研
究
グ
ル
ー
プ
の
な
か
か
ら
「
国
府
の
機
能
を
総
体
的
に

解
明
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
中
央
政
府
側
か
ら
の
要
求
で
設
定
さ
れ
た
諸
機
能
だ
け
で
な

く
、
地
方
社
会
側
か
ら
中
央
へ
の
働
き
か
け
が
行
わ
れ
る
際
の
役
割
に
も
注
目
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
指
摘
が
出
さ
れ
た
。
つ
ま
り
、
中
央
社
会
―
地
方
社
会
の
間
に
お
け
る
双
方

向
的
な
結
節
点
と
し
て
の
「
国
府
」
の
性
格
を
重
視
す
べ
き
と
い
う
提
言
で
あ
る
。
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
実
施
の
段
階
で
は
十
分
な
解
答
を
用
意
で
き
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
な
研
究
成
果
に

よ
っ
て
こ
の
点
を
分
析
す
る
た
め
、
本
特
集
に
お
け
る
渡
辺
の
論
考
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際

の
論
題
と
は
変
更
し
、「
古
代
後
期
の
周
防
国
と
中
央
政
界
」
と
し
た
。

　

ま
た
当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
問
題
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
の
参
加
は
か
な
わ
な

か
っ
た
共
同
研
究
者
の
倉
田
研
治（
山
口
県
立
大
学
）か
ら
も
、
本
特
集
へ
「
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
利
用
し
た
周
防
国
府
の
景
観
復
元
」
の
寄
稿
を
得
た
。
一
方
、
当
初
は
防
府
市
教

育
委
員
会
か
ら
も
複
数
の
寄
稿
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
は
誠
に
残

念
で
あ
っ
た
。

　

複
数
の
研
究
者
の
論
考
か
ら
な
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
史
料
解
釈
の
差
異
も
散
見
さ
れ
こ
そ

す
れ
、
そ
う
し
た
点
も
周
防
国
府
を
め
ぐ
る
多
様
な
可
能
性
を
示
す
現
象
と
い
っ
て
よ
い
。

今
回
、
こ
れ
ら
の
諸
論
考
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
で
、
周
防
国
府
を
め
ぐ
る
関
連
研
究
は
、
一

層
本
格
化
す
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
る
。




